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衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
駐
車
場
に
お
け
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
消
火
設
備
の
有
効
性
及
び
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消

火
設
備
の
危
険
性
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
駐
車
場
に
お
け
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
消
火
設
備
の
有
効
性
及
び
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た

消
火
設
備
の
危
険
性
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

「
日
本
に
お
い
て
も
消
火
設
備
の
設
置
要
件
や
技
術
基
準
を
規
定
す
る
に
当
た
り
・
・
・
外
国
の
基
準
を
参
考
に
す
る
こ

と
は
あ
る
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
諸
外
国
の
実
例
な
ど
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

一
の
２
及
び
３
に
つ
い
て 

 
 

「
駐
車
場
内
の
火
災
に
対
す
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
有
効
性
」
、
「
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
を
駐
車
場
の
消
火
設
備

の
対
象
か
ら
除
外
し
て
き
た
合
理
的
理
由
」
及
び
「
駐
車
場
へ
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
を
認
め
る
な
ど
・
・
・
法

令
等
の
見
直
し
」
に
関
す
る
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
駐
車
場
」
及
び
「
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
」
の
意
味
す
る

と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
消
防
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
三
十
七
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）

第
十
三
条
の
規
定
に
お
い
て
、
防
火
対
象
物
の
駐
車
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
一
定
規
模
以
上
の
場
合
、
水
噴

霧
消
火
設
備
、
泡
消
火
設
備
、
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
、
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火
設
備
又
は
粉
末
消
火
設
備
の
う
ち
、
い
ず
れ

か
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
水
噴
霧
消
火
設
備
は
、
令
第
十
二
条
及
び
消
防
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六



 

２ 

 

年
自
治
省
令
第
六
号
。
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
十
五
条
ま
で
の
規
定
に
お
い
て
技
術
基
準
が
定

め
ら
れ
て
い
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
と
同
様
に
水
を
用
い
る
消
火
設
備
で
あ
っ
て
、
令
第
十
三
条
及
び
第
十
四
条
並
び
に

規
則
第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
の
規
定
に
お
い
て
必
要
な
技
術
基
準
を
定
め
て
お
り
、
駐
車
の
用
に
供
す
る
部
分
に
お
け
る

火
災
に
対
し
て
有
効
な
消
火
設
備
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

 
 

な
お
、
駐
車
の
用
に
供
さ
れ
る
部
分
に
設
け
る
消
火
設
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
消
防
庁
に
お
い
て
開
催
し
て

い
る
「
特
殊
消
火
設
備
の
設
置
基
準
等
に
係
る
検
討
部
会
」
（
以
下
「
検
討
部
会
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
検
討
結
果
を
踏

ま
え
、
適
切
に
判
断
し
て
ま
い
り
た
い
。 

二
の
１
に
つ
い
て 

 
 

「
人
の
生
命
や
安
全
を
守
る
観
点
か
ら
は
、
機
械
式
駐
車
場
に
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
自
体
適
切
で
は

な
い
」
と
の
御
指
摘
に
つ
い
て
、
二
酸
化
炭
素
を
用
い
た
消
火
設
備
（
以
下
「
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
」
と
い
う
。
）
に
つ

い
て
は
、
二
酸
化
炭
素
を
用
い
る
こ
と
に
よ
る
危
険
性
を
考
慮
し
、
令
第
十
三
条
及
び
第
十
六
条
並
び
に
規
則
第
十
九
条
の

規
定
に
お
い
て
、
必
要
な
技
術
基
準
（
以
下
「
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
技
術
基
準
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
と
と
も
に
、

「
全
域
放
出
方
式
の
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
安
全
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（
平
成
九
年
八
月
十
九
日



 

３ 

 

付
け
消
防
予
第
百
三
十
三
号
・
消
防
危
第
八
十
五
号
消
防
庁
予
防
課
長
及
び
消
防
庁
危
険
物
規
制
課
長
連
名
通
知
）
に
お
い

て
、
安
全
対
策
上
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
）
を
示
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
常
時
人
が

い
な
い
昇
降
機
等
の
機
械
装
置
に
よ
り
車
両
を
駐
車
さ
せ
る
構
造
の
駐
車
場
に
お
い
て
、
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
技
術
基

準
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
必
要
な
安
全
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
は
有
効
な
消
火
設
備

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
検
討
部
会
に
お
い
て
、
一
層
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
「
有
効
性
を
ど
の
よ
う
に
判
断
し
た
の
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
二
酸
化
炭
素
は
、
消

火
剤
と
し
て
用
い
る
こ
と
で
酸
素
濃
度
を
低
下
さ
せ
、
消
火
す
る
作
用
を
有
す
る
こ
と
に
加
え
、
貯
蔵
容
器
か
ら
放
出
さ
れ

た
際
は
火
炎
の
冷
却
に
寄
与
す
る
性
質
も
有
し
て
お
り
、
消
火
剤
と
し
て
の
有
効
性
が
あ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
「
当
該
資
料
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
例
以
外
で
・
・
・
政
府
が
把
握
し
て
い
る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
何
件
か
」
と
の
お

尋
ね
に
つ
い
て
は
、
網
羅
的
に
把
握
し
て
い
な
い
。 

二
の
３
に
つ
い
て 

 
 

「
こ
れ
ま
で
総
務
省
消
防
庁
等
の
発
出
し
た
通
知
等
で
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
バ
ル
ブ
に
つ
い
て
、
言
及
し
た
こ
と
は
あ
る
か
」



 

４ 

 

及
び
「
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
バ
ル
ブ
の
設
置
の
義
務
付
け
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
予
定
は
あ
る
か
」
と
の
お
尋
ね

に
つ
い
て
は
、
既
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
「
ハ
ロ
ゲ
ン
化
物
消
火
設
備
・
機
器
の
使
用
抑
制
等
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
（
平

成
三
年
八
月
十
六
日
付
け
消
防
予
第
百
六
十
一
号
・
消
防
危
第
八
十
八
号
消
防
庁
予
防
課
長
及
び
消
防
庁
危
険
物
規
制
課
長

連
名
通
知
）
に
お
い
て
、
点
検
時
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
と
し
て
閉
止
弁
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
検
討

部
会
に
お
い
て
一
層
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

二
の
４
に
つ
い
て 

 
 

「
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
点
検
に
つ
い
て
・
・
・
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
き
た
の
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
総

務
省
消
防
庁
と
し
て
、
毎
年
二
回
の
全
国
火
災
予
防
運
動
等
を
通
じ
、
防
火
対
象
物
の
関
係
者
に
消
防
用
設
備
等
の
点
検
・

整
備
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
、
定
期
点
検
及
び
点
検
結
果
報
告
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
消
防
用
設
備
等
の
適
正
な
維
持

管
理
が
行
わ
れ
る
よ
う
全
国
の
消
防
本
部
に
対
し
て
促
し
つ
つ
、
「
立
入
検
査
標
準
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
（
平
成
二
十
六
年
三
月

四
日
現
在
消
防
庁
予
防
課
）
及
び
「
違
反
処
理
標
準
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
（
平
成
二
十
六
年
三
月
四
日
現
在
消
防
庁
予
防
課
）
を

定
め
る
こ
と
で
、
全
国
の
消
防
本
部
に
お
け
る
必
要
な
対
応
を
促
進
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

ま
た
、
「
一
層
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
た
の
か
」
及
び
「
安
全
対
策
の
一
環
と
し



 

５ 

 

て
、
設
備
の
点
検
強
化
を
促
す
た
め
、
何
ら
か
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
の
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
検
討
部

会
に
お
け
る
安
全
対
策
に
関
す
る
検
討
状
況
を
踏
ま
え
、
適
切
に
判
断
し
て
ま
い
り
た
い
。 


